
具
体
的
な
方
法
温
熱
環
境
づ
く
り
に
最
も
大
切
な
必
要
条
件

図３　通風と熱気の排出

自
然
の
呼
び
か
け
に
応
え
る
そ
れ
が
パ
ッ
シ
ブ

温
熱
環
境
デ
ザ
イ
ン
が
建
物
の
個
性
を
創
る住宅特集■■■■■

図２　建物に当たる面ごとのエネルギー

周囲の建物の影を
調査することで
計画敷地の日当
たり場所がはっ
きりする

図１　冬場正午の周囲の影

　
例
え
ば
夏
場
、
顕
著
に
そ

の
地
域
に
吹
く
風
を
調
べ
、

そ
れ
を
上
手
に
部
屋
に
導
き

入
れ
た
り
、
そ
の
風
を
利
用

し
て
空
気
を
排
出
し
た
り
す

る

図
３

の
も
パ
ッ
シ
ブ

な
在
り
方
だ
。

　
こ
の
図
が
示
す
の
は
通
風

だ
け
で
な
く
、
家
の
中
に
は

光
が
差
し
込
む
と
温
度
が
上

昇
し
、
ま
た
人
が
暮
ら
せ
ば

室
内
温
度
が
上
昇
す
る
。
温

度
が
上
が
れ
ば
暖
か
な
空
気

は
上
に
上
が
る
。
上
手
に
高

い
場
所
に
導
け
ば
、
そ
こ
か

ら
ど
ん
ど
ん
熱
気
は
排
出
さ

れ
る
。
外
部
が
無
風
で
も
、

室
内
の
暑
い
空
気
が
排
出
さ

れ
れ
ば
、
窓
か
ら
ど
ん
ど
ん

外
気
を
吸
い
込
む
の
で
、
室

内
に
新
た
な
気
流
が
生
じ
て

ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
す
る
。
こ
れ

も
自
然
の
原
理
を
用
い
た
パ

ッ
シ
ブ
だ
。

　
温
熱
環
境
に
焦
点
を
合
わ

せ
、
自
然
の
力
を
生
か
し
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
住
宅
を

個
性
豊
か
に
創
っ
て
い
く
手

だ
て
と
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
パ
ッ
シ
ブ
と
い
う
言
葉
を

よ
く
見
聞
き
す
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う

な
状
態
か
。
そ
れ
は
雪
や
雨

も
含
め
、
地
球
上
に
起
き
て

い
る
自
然
現
象
、
主
に
は
太

陽
や
風
に
伴
っ
て
生
じ
る
さ

ま
ざ
ま
な
現
象
の
「
力
」

を
、
宇
宙
か
ら
の
「
呼
び
か

け
」
と
考
え
て
、
そ
れ
に

「
応
答
す
る
」
よ
う
に
考
え

る
こ
と
、
と
言
え
ば
わ
か
り

や
す
い
だ
ろ
う
か
。
前
述
の

冬
と
夏
の
ポ
イ
ン
ト
も
、
呼

び
か
け
に
応
え
る
方
法
だ
。

　
【
冬
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

太
陽
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
集
め
る
た
め
に
、
影
の
調

査
を
怠
ら
な
い
こ
と
図
１

　
敷
地
の
南
側
が
建
物
で
囲

ま
れ
て
い
る
時
こ
そ
、
入
念

に
影
の
調
査
を
す
る
と
配
置

計
画
の
方
向
性
が
見
え
る
。

図
の
敷
地
で
は
影
の
な
い
場

所
に
光
庭
を
位
置
づ
け
た
。

　

断
熱
や
気
密
だ
け
で
な

く
、
「
Ｑ
値
」
の
意
味
を
知

る
と
納
得
の
性
能
に

　
紙
面
の
都
合
上
、
詳
述
は

で
き
な
い
が
、
今
や
断
熱
性

能
だ
け
で
は
偏
っ
て
い
る
。

ト
ー
タ
ル
バ
ラ
ン
ス
を
計
る

Ｑ
値
の
質
を
上
げ
る
こ
と
が

望
ま
れ
る
。
当
社
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
性
能
１
・
Ｑ
値
」

を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

窓
ガ
ラ
ス
は
要
注
意

　
明
る
さ
や
室
内
の
印
象
を

良
く
す
る
ガ
ラ
ス
は
、
寒
さ

の
元
凶
。
ペ
ア
ガ
ラ
ス
で
も

全
く
安
心
で
き
な
い
。
ガ
ラ

ス
の
表
面
温
度
の
冷
た
さ
を

室
内
に
響
か
せ
な
い
カ
ー
テ

ン
を
工
夫
し
た
り
、
冷
た
い

下
降
気
流
が
生
じ
て
い
る
場

合
は
、
そ
の
下
部
に
ヒ
ー
タ

ー
な
ど
を
備
え
る
と
よ
い
。

　

温
度
差
の
生
じ
に
く
い

暖
房
方
式
の
考
え
方

　
部
屋
の
温
度
で
は
な
く
、

床
・
壁
・
天
井
の
表
面
温
度

が
均
一
に
な
り
、
居
室
と
非

居
室
と
に
温
度
差
が
生
じ
な

い
手
法
を
採
用
し
た
い
。
当

社
で
実
績
を
重
ね
て
い
る

ど
ま
だ
ん
シ
ス
テ
ム
の
手

法
も
参
考
に
さ
れ
た
い
。
蓄

熱
輻
射
冷
暖
房
の
セ
オ
リ
ー

が
理
解
で
き
る
。

　
【
夏
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

ひ
さ
し
を
し
っ
か
り
と

写
真
２

前
ペ
ー
ジ
参
照

　
屋
根
の
軒
の
出
を
い
た
ず

ら
に
張
り
出
し
て
も
日
射
に

は
効
か
な
い
。
窓
と
ひ
さ
し

と
を
近
づ
け
て
大
胆
に
張
り

出
す
と
良
い
。

　

建
物
に
当
た
る
面
ご
と

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
知
っ
て
お

く
と
よ
い

図
２

　
意
外
に
も
夏
場
の
南
面
よ

り
も
東
西
面
の
日
射
制
御
が

効
果
的
。
夏
場
の
東
面
を
外

付
け
ル
ー
バ
ー
で
覆
う
と
、

な
ん
と
「
エ
ア
コ
ン
を
１
回

し
か
使
わ
な
か
っ
た
」
と
の

報
告
も
入
っ
た

写
真
３

前
ペ
ー
ジ
参
照

。

カ
ナ
ダ
で
電
磁
鋼
板
加
工
　
三
井
物
産
、
変
圧
器
向
け
一
貫
体
制
で
需
要
対
応
鋼
板
切
断
か
ら
部
品
製
造
ま
で

　
三
井
物
産
は
カ
ナ
ダ
で
変
圧
器
向
け
電
磁
鋼
板
の
加
工
事
業
に
乗
り
出
す
。
オ
ン
タ

リ
オ
州
ウ
ッ
ド
ス
ト
ッ
ク
市
に
約

億
円
を
投
じ
て
加
工
拠
点
を
開
設
し
、

月
に
商

業
生
産
を
始
め
る
。
変
圧
器
メ
ー
カ
ー
向
け
に
電
磁
鋼
板
の
切
断
か
ら
変
圧
器
部
品
の

製
造
ま
で
を
手
が
け
る
。
従
来
の
他
社
へ
の
委
託
方
式
か
ら
自
前
の
加
工
体
制
に
切
り

替
え
る
。
納
期
短
縮
と
コ
ス
ト
削
減
に
よ
り
、
米
国
を
中
心
に
北
米
地
域
で
拡
大
す
る

送
配
電
用
変
圧
器
の
高
効
率
化
の
需
要
を
取
り
込
む
。

５
カ
月
連
続
マ
イ
ナ
ス

９月の大口電力および主要
７業種の販売量実績
全　体

繊 維
紙・パルプ
化 学
窯業・土石
鉄 鋼
非 鉄 金 属 　
機 械
単位は百万 時 カッコ内は前
年同月比増減率％ はマイナス

Ｌ
Ｎ
Ｇ
運
搬
船
２
隻
受
注
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
海
運
向
け
伊
藤
忠
な
ど

岡田さん

　
Ｊ
Ｒ
東
海
は
２
０
２
７
年
開
業
予
定
の
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

品
川
―
名
古
屋
間

が
国
土
交
通
省
か
ら
工
事
実
施
計
画
の
認
可
を
受
け
、
い
よ
い
よ
建
設
工
事
に
着
手
す

る
。
今
月
中
に
も
沿
線
で
事
業
説
明
会
を
開
始
。
用
地
取
得
の
必
要
が
な
い
品
川
駅
な

ど
か
ら
順
次
着
工
す
る
。
品
川
―
名
古
屋
間
の
総
工
費
は
５
兆
５
２
３
５
億
円
、
工
期

は

年
以
上
。
「
国
内
最
後
に
し
て
最
大
」
と
言
わ
れ
る
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動

す
る
。

高
屋
優
理
、
編
集
委
員
・
青
柳
一
弘

Ｊ
Ｒ
東
海
、
リ
ニ
ア
着
工

２
７
年
開
業
へ
巨
大
プ
ロ
始
動
国
交
省
か
ら
認
可
取
得

女
性
社
員
が
企
画
・
設
計
ト
ヨ
タ
ホ
ー
ム
が
賃
貸
住
宅

大
口
電
力
販
売
９
　
月

　　 ２０１４年 平成２６年 １０月２０日 月曜日 　　 （ ）

建
設
費
の
暴
騰

　
▽

「
現

在
の
建
設
コ

ス
ト
で
は
意

味
の
あ
る
投

資
に
な
ら
な

い
」
と
、
イ
オ
ン
社
長
の
岡

田
元
也
さ
ん
。
同
社
で
は
国

内
の
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー

Ｓ
Ｃ

に
つ
い
て

当
分
の
間
出
店
を
凍
結
す
る

が
、
背
景
に
あ
る
の
が
「
建

設
費
の
暴
騰
」
だ
。

　
▽

岡
田
さ
ん
は
、
今
の

コ
ス
ト
で
出
店
す
る
と
「

年
、

年
と

採
算
が
と
れ

ず

苦
し
む
こ
と
に
な
る
」

と
指
摘
。
「
コ
ス
ト
が
下
が

る
ま
で
」
と
思
い
切
っ
た
判

断
を
し
た
。

　
▽

急
激
な
建
設
コ
ス
ト

の
上
昇
は
流
通
業
界
の
成
長

戦
略
に
影
を
落
と
す
。
し
か

し
出
店
凍
結
に
よ
る
当
面
の

影
響
は
「

デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

会
社
の

イ
オ
ン
モ
ー
ル
の

シ
ェ
ア
、
優
位
性
か
ら
す
る

と
微
々
た
る
も
の
」
と
全
国

に
き
め
細
か
く
器
を
持
つ

余
裕
を
み
せ
る
。

▲山
梨
リ
ニ
ア
実
験
線
で
試
験

走
行
を
繰
り
返
す
リ
ニ
ア
モ

ー
タ
ー
カ
ー

山
梨
県

　
【
名
古
屋
】
ト
ヨ
タ
ホ
ー

ム

名
古
屋
市
東
区
、
山
科

忠
社
長
、
０
５
２
・
９
５
２

・
３
１
１
１

は
女
性
社
員

が
企
画
・
設
計
し
た
賃
貸
住

宅
「
シ
ン
セ
・
ス
マ
ー
ト
メ

ゾ
ン
・
ハ
コ

写
真
」
「
ヴ

ィ
ー
・
ア
ル
フ
ァ
・
フ
リ
ー

サ
・
ハ
コ
」
を
発
売
し
た
。

女
性
視
線
で
ゆ
と
り
の
あ
る

リ
ビ
ン
グ
な
ど
を
採
用
し

た
。
価
格
は
３
・
３
平
方

当
た
り

万
円

消
費
税
抜

き

か
ら
。
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
搭
載
の
賃
貸
住
宅
２

商
品
も
同
時
発
売
し
、
合
わ

せ
て
２
０
１
５
年
度
に
２
０

０
戸
の
販
売
を
目
指
す
。

　
女
性
社
員
が
企
画
し
た
賃

貸
住
宅
は
キ
ッ
チ
ン
を
室
内

中
央
に
配
置
す
る
ア
イ
ラ
ン

ド
キ
ッ
チ
ン
を
採
用
し
た
ほ

か
、
一
戸
建
て
住
宅
の
よ
う

な
外
観
に
し
て
街
並
み
に
溶

け
込
み
や
す
く
し
た
。
一

方
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

搭
載
の
賃
貸
住
宅
は
採
光
に

優
れ
た
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
で
、
出
力

以
上
の
シ
ス
テ
ム
を

採
用
し
て
い
る
。

川
口
市
の
拠
点

建
設
地
で
地
鎮
祭

国
際
箸
学
会

　
【
さ
い
た
ま
】
国
際
箸
学

会

埼
玉
県
川
口
市
、
小
宮

山
栄
会
長
、
０
４
８
・
２
５

０
・
４
５
８
４

は

日
、

拠
点
と
な
る
会
館
を
建
設
す

る
た
め
、
川
口
市
内
の
建
設

予
定
地
で
地
鎮
祭
を
開
い
た

写
真

。
会
館
は
３
階
建

て
、
延
べ
床
面
積
１
７
６
平

方

で
投
資
額
は
非
公
表
。

来
年
４
月
完
成
の
予
定
。

　
箸
を
正
し
く
持
つ
お
箸
教

室
や
各
界
の
一
流
人
が
箸
と

の
関
係
を
語
る
講
演
会
、
物

品
販
売
を
行
う
。
国
際
箸
学

会
は
２
０
０
６
年

月
設

立
。
会
長
を
務
め
る
小
宮
山

コ
ミ
ー
社
長
は
「
箸
文
化
を

学
び
、
箸
を
通
じ
て
世
界
中

の
人
と
と
も
に
喜
ぶ
場
と
な

る
よ
う
役
立
て
た
い
」
と
の

思
い
を
語
っ
た
。

　
伊
藤
忠
商
事
は
韓
国
の
現

代
重
工
業
と
共
同
で
、
ア
ル

ジ
ェ
リ
ア
炭
化
水
素
公
社

ソ
ナ
ト
ラ
ッ
ク

グ
ル
ー

プ
向
け
に
液
化
天
然
ガ
ス

Ｌ
Ｎ
Ｇ

運
搬
船
２
隻
を

受
注
し
た
。
需
要
に
応
じ
て

さ
ら
に
１
隻
を
追
加
す
る
オ

プ
シ
ョ
ン
契
約
も
結
ん
で
お

り
、
受
注
総
額
は
非
公
表
だ

が
７
０
０
億
―
８
０
０
億
円

程
度
と
見
ら
れ
る
。
２
０
１

６
年
末
―

年
前
半
に
完
工

予
定
で
、
伊
藤
忠
は
同
船
の

引
き
渡
し
ま
で
の
履
行
支
援

を
担
う
。

　
容
量

万
立
方

級
で
、

エ
ン
ジ
ン
に
は
デ
ュ
ア
ル
・

フ
ュ
ー
エ
ル
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル

電
気
推
進

Ｄ
Ｆ
Ｄ
Ｅ

シ

ス
テ
ム
を
採
用
。
こ
れ
に
よ

り
従
来
の
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
式

と
比
べ
て
燃
費
を
２
―
３
割

改
善
で
き
る
。

　
今
回
の
受
注
に
よ
り
、
伊

藤
忠
の
同
国
向
け
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船

の
受
注
実
績
は
９
―

隻
と

な
る
。
こ
れ
を
テ
コ
に
、
引

き
続
き
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船
の
受
注
拡

大
に
つ
な
げ
る
。

即
席
袋
め
ん

５
％
値
上
げ

ハ
ウ
ス
食
品
、
来
年

１
月

日
出
荷
分
か
ら

　
ハ
ウ
ス
食
品
は
即
席
袋
め

ん
の
価
格
を
２
０
１
５
年
１

月

日
出
荷
分
か
ら
５
％
、

引
き
上
げ
る
。
円
安
な
ど
で

原
料
や
包
装
材
料
が
高
騰
、

物
流
費
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス

ト
も
ア
ッ
プ
、
吸
収
が
限
界

と
判
断
し
た
た
め
。
引
き
上

げ
に
よ
り
主
力
商
品
「
う
ま

か
っ
ち
ゃ
ん
」
は
現
行
の
１

０
０
円
が
１
０
５
円

消
費

税
抜
き

と
な
る
。
即
席
め

ん
業
界
で
は
日
清
食
品
や
明

星
食
品
、
エ
ー
ス
コ
ッ
ク
な

ど
も
同
様
の
理
由
で
１
月
か

ら
の
値
上
げ
を
表
明
し
て
い

る
。

　
全
額
出
資
子
会
社
の
ト
ラ

ン
ス
・
ミ
ッ
ト
・
ス
チ
ー
ル

Ｔ
Ｍ
Ｓ
、
ウ
ッ
ド
ス
ト
ッ

ク
市

を

日

現
地
時

間

に
開
設
し
、
従
業
員

人
程
度
で
生
産
を
始
め
る
。

延
べ
床
面
積
は
約
１
万
７
０

０
０
平
方

。
切
断
加
工
能

力
は
年
間
約
２
万

で
、
１

年
後
の
フ
ル
操
業
体
制
を
目

指
す
。
新
日
鉄
住
金
製
の
電

磁
鋼
板
を
切
断
し
、
変
圧
器

の
部
品
で
あ
る
鉄
芯
に
加
工

す
る
。
ま
ず
は
ス
イ
ス
の
Ａ

Ｂ
Ｂ
向
け
に
供
給
す
る
ほ

か
、
Ａ
Ｂ
Ｂ
以
外
の
変
圧
器

メ
ー
カ
ー
向
け
に
も
展
開
す

る
。
ま
た
１
―
２
年
後
を
め

ど
に
鉄
芯
の
増
産
な
ど
に
向

け
た
拡
張
も
検
討
す
る
。

　
変
圧
器
向
け
電
磁
鋼
板
に

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
ロ
ス
の
少
な

い
高
級
品
が
使
わ
れ
、
日
本

の
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
が
強
み
を

持
つ
。
北
米
で
は
今
後
も
電

力
消
費
量
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
中
、
米
国
で
２
０
１
６

年
か
ら
変
圧
器
の
高
効
率
化

を
求
め
る
規
制
の
施
行
が
決

ま
る
な
ど
、
効
率
改
善
に
向

け
た
動
き
が
進
ん
で
い
る
。

そ
れ
に
伴
い
、
高
品
質
な
電

磁
鋼
板
の
需
要
拡
大
が
見
込

ま
れ
る
。

　
三
井
物
産
は
以
前
か
ら
カ

ナ
ダ
で
電
磁
鋼
板
の
販
売
を

手
が
け
て
い
る
が
、
加
工
は

現
地
企
業
に
委
託
し
て
い

た
。
今
後
、
自
社
で
鋼
材
の

切
断
か
ら
部
品
製
造
ま
で
手

が
け
る
こ
と
で
、
変
圧
器
メ

ー
カ
ー
へ
の
ジ
ャ
ス
ト
イ
ン

タ
イ
ム
で
の
納
品
や
発
注
関

連
費
用
の
低
減
な
ど
に
対
応

す
る
。

　
電
気
事
業
連
合
会
に
よ
る

と
、
９
月
の
電
力

社
の
大

口
電
力
販
売
量

速
報

は

５
カ
月
連
続
で
マ
イ
ナ
ス
と

な
っ
た
。
前
年
同
月
比
１
・

５
％
減
の
２
２
４
億
１
６
０

０
万

時
と
な
り
、
減
退

傾
向
が
明
確
に

な
っ
た
。
主
要

７
業
種
で
も
鉄
鋼
が

カ
月

ぶ
り
に
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
、

一
部
を
除
い
て
低
調
だ
っ

た
。
上
期

４
―
９
月

実

績
も
前
年
同
期
比
０
・
７
％

減
の
１
３
４
３
億
４
０
０
０

万

時
で
、
半
期
ベ
ー
ス

で
２
期
ぶ
り
に
マ
イ
ナ
ス
に

転
じ
た
。

　
電
事
連
で
は
「
消
費
増
税

の
影
響
が
出
て
い
る
か
ど
う

か
は
言
い
難
い
が
、
生
産
活

動
が
弱
含
ん
で
い
る
の
は
明

ら
か
。
企
業
の
自
家
発
電
の

稼
働
増
や
設
備
の
定
期
点
検

な
ど
の
影
響
も
あ
る
」
と
し

て
い
る
。

　
主
要
７
業
種
中
で
鉄
鋼
と

と
も
に
比
重
の
高
い
機
械
が

３
カ
月
連
続
で
減
少
し
た
こ

と
も
響
い
た
。
他
方
、
非
鉄

金
属
が
７
カ
月
連
続
増
加
、

化
学
が
５
カ
月
ぶ
り
に
プ
ラ

ス
に
転
じ
る
な

ど
明
る
い
材
料

も
あ
る
。

　
上
期
で
は
鉄
鋼
が
同
１
・

５
％
増
、
非
鉄
金
属
が
同
２

・
６
％
増
と
な
っ
た

以
外
は
す
べ
て
マ
イ

ナ
ス
だ
っ
た
。

　
紙
・
パ
ル
プ
が
同

６
・
２
％
減
と
最
も

減
少
率
が
大
き
く
、

機
械
も
同
０
・
３
％

減
と
わ
ず
か
に
下
回

っ
た
。

大
き
な
一
里
塚

　
「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の

建
設
は
日
本
の
交
通
政
策
史

上
に
残
る
大
き
な
一
里
塚
。

日
本
が
誇
る
技
術
の
実
現
に

向
け
て
夢
が
動
き
だ
し

た
」
。
Ｊ
Ｒ
東
海
の
柘
植
康

英
社
長
は
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
事
業
の
経
済
的
、
技
術
的

イ
ン
パ
ク
ト
を
強
調
し
た
。

　
国
交
省
は
８
月
末
の
工
事

計
画
の
申
請
か
ら
審
査
に
１

カ
月
半
を
費
や
し
た
。
リ
ニ

ア
中
央
新
幹
線
は

年
の
全

国
新
幹
線
鉄
道
整
備
法
施
行

以
来
、
初
め
て
民
間
の
旅
客

鉄
道
会
社
が
建
設
主
体
と
な

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
整
備

新
幹
線
の
審
査
に
比
べ
２
―

３
週
間
長
く
か
け
た
。

専
門
部
を
新
設

　
Ｊ
Ｒ
東
海
は

日
に
長

野
、
岐
阜
、
愛
知
で
の
用
地

取
得
や
協
議
の
専
門
部
署
と

な
る
名
古
屋
建
設
部
を
新

設
。
１
都
６
県
に
工
事
事
務

所
を
設
置
す
る
。
「
建
設
に

は
９
０
０
人
体
制
で
臨
む
。

時
間
の
余
裕
は
な
い
。
社
を

あ
げ
全
力
で
取
り
組
む
」

柘
植
社
長

と
し
た
。

　
計
画
で
は
東
京
―
名
古
屋

間
の
路
線
延
長
２
８
６

の

％
を
ト
ン
ネ
ル
が
占

め
、
東
京
や
名
古
屋
の
都
心

部
は
地
下

以
上
の
「
大

深
度
地
下
」
を
利
用
。
大
規

模
地
下
構
造
物
と
な
る
品
川

の
地
下
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
と
、

南
ア
ル
プ
ス
を
東
西
に
貫
く

約

の
山
岳
ト
ン
ネ
ル

は
難
工
事
が
想
定
さ
れ
る
。

　
ト
ン
ネ
ル
の
施
工
法
は
都

市
部
で
シ
ー
ル
ド
工
法
、
山

岳
部
で
ド
リ
ル
と
発
破
を
使

う
ナ
ト
ム
工
法
を
採
用
。
い

ず
れ
も
国
内
で
十
分
な
施
工

実
績
が
あ
る
手
堅
い
選
択

だ
。
工
事
発
注
手
続
き
は
早

く
て
も

年
度
後
半
と
み
ら

れ
る
が
、
ル
ー
ト
が
公
表
さ

れ
た
昨
秋
以
降
、
ゼ
ネ
コ
ン

大
手
を
中
心
に
水
面
下
で

技
術
提
案
合
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
特
に
南
ア
ル
プ
ス
の
赤
石

山
脈
を
貫
く
山
岳
ト
ン
ネ
ル

は
、
３
０
０
０

級
の
山
々

の
下
に
中
央
構
造
線
と
糸
魚

川
―
静
岡
構
造
線
が
入
り
組

み
、
大
量
の
湧
水
を
伴
う
破

砕
帯
に
遭
遇
す
る
可
能
性
が

高
く
、
難
工
事
は
必
至
。
独

自
性
を
発
揮
で
き
る
技
術
を

前
面
に
、
ナ
ト
ム
工
法
か
ら

の
転
換
を
提
案
し
て
い
る
ゼ

ネ
コ
ン
も
あ
る
よ
う
だ
。

　
建
設
業
界
を
中
心
に
経
済

界
も
リ
ニ
ア
着
工
に
湧
い
て

い
る
。
愛
知
県
の
大
村
秀
章

知
事
は
「
工
事
進
捗
の
た

ち
ょ
く

し
ん

め
の
協
力
と
、
リ
ニ
ア
開
業

効
果
を
高
め
る
た
め
の
取
り

組
み
を
積
極
的
に
進
め
る
」

と
早
期
開
業
に
期
待
を
寄
せ

る
。
名
古
屋
市
の
河
村
た
か

し
市
長
は
「
９
月
に
策
定
し

た

名
古
屋
駅
周
辺
ま
ち
づ

く
り
構
想

に
基
づ
き
、
世

界
に
冠
た
る

ス
ー
パ
ー
タ

ー
ミ
ナ
ル
・
ナ
ゴ
ヤ

実
現

に
尽
力
す
る
」
と
し
た
。

リ
ス
ク
低
減

　
一
方
、

年
の
東
京
五
輪

を
前
に
し
た
建
設
ラ
ッ
シ
ュ

で
、
建
設
資
材
や
人
件
費
の

高
騰
な
ど
も
想
定
さ
れ
、
５

兆
円
を
超
え
る
総
工
費
が
さ

ら
に
膨
ら
む
懸
念
も
あ
る
。

年
と
い
う
長
い
工
期
の
間

に
事
業
環
境
が
変
化
す
る
可

能
性
も
あ
り
、
リ
ス
ク
を
い

か
に
低
減
し
、

年
の
開
業

に
間
に
合
わ
せ
ら
れ
る
か
が

今
後
の
課
題
だ
。


